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術で解消し、「しなやかほっこり社会を実現する」をキーワードに研究をしています。
さらに無線電力伝送が実現するのは「しなやかほっこり社会」だけではありません。ビーム型の無線
電力伝送を用いると、宇宙空間に浮かべた太陽電池で発電した莫大な電力（100 万 kW程度）を地上に
無線で送るという宇宙太陽発電所 SPS（Solar Power Satellite/Station, 図 4）も実現できる可能性があ
るのです［4］。太陽電池を宇宙に浮かべマイクロ波無線電力伝送を行なうと、宇宙はほぼ夜がありませ
んし、マイクロ波は雨雲で減衰することはほぼありません。メガソーラー発電所の問題は、昼夜天候で
発電量が大きく左右されるため、安定性にかけ、そのためバックアップ用の他の発電所を必要とし、結
果とても電気代が高くなることです。SPS は同じ太陽電池でも昼夜天候に関係なく発電できるようにな
るため発電が安定し、ロケット代を加えても発電コストを下げることが出来ます。もちろん地球温暖化
の原因の二酸化炭素もほぼ排出しません。SPS は地球環境問題を解決できる一手法なのです。しかし、
100 万 kWの太陽光発電所である SPS は、マックスウェル方程式によって数 kmサイズの大きさとなり、
重量 1万トン程度の超巨大な衛星となる点が問題とされています。私たちの研究室を含め世界中で研究
がされているにもかかわらず、SPS プロジェクトそのものに GOサインはまだ出ていません。しかし、
逆にこれだけ大きな衛星を作れる技術を人類が持てば、いずれ宇宙コロニーや月移住だってできるよう
になるかもしれません。このままでは人間がその活動を継続すれば、地球はその限界にすぐなってしま
います。環境問題はもとより、食料やエネルギーも取り合いになってしまうでしょう。そうなる前に、
私たちは宇宙環境を早く利用して、私たちが生きるのに必要な「生存圏」を大きくするべきと思ってい
ます。これを「地球閉鎖系」から「宇宙開放系」へのパラダイムシフトと呼び、宇宙開放系の持続可能
な生存圏の構築を考えており、そのため私たちの所属は「生存圏研究所」という名前になっています。
そして宇宙開放系の持続可能な生存圏の構築するために必須なのは科学技術であり、特にマイクロ波無
線電力伝送技術だと考えます。最近「科学技術は悪」的な雰囲気がありますが、私たち人間は科学技術
を駆使しなければ生存を維持できません。良くも悪くも私たち人間は科学技術を利用しなければならな
いと私たちは考えます。そして人間と地球と自然とを共存させる新しい宇宙開放系の持続可能な生存圏
の実現を目指し、私たちはマイクロ波無線電力伝送の研究を行なっているのです。

図 4　宇宙太陽発電所SPSとマイクロ波無線電力伝送
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学生の声

「T型人材の縦横比」
情報学研究科　通信情報システム専攻　情報回路方式分野　博士後期課程 3年　粟　野　皓　光

最近、世間ではジェネラリストの育成が重要視されているように思う。研究者にも、自分の専門以外
について広くカバー出来るような「T型」人材が望まれているようである。T型と言っても一世を風靡
した乗用車のことではない。Tの横棒が周辺知識への理解を、縦棒が専門性の深さを表現しているとの
ことだ。要素技術の進歩が飽和し始め、異なる技術の組合せが求められ始めた今の様な時代には、ある
種の何でも屋さんが求められるのであろう。
では、Tの横棒と縦棒はどのように伸ばしていけば良いのだろうか？研究者と言うからには、1つの
ことを突き詰めることも重要であり、突き詰めないと見えないことも当然出てくる。同時に、横の広が
りにも気を配れ、というのは中々難しい要求であろう。僕は、学生で居られる期間はTの横棒を伸ば
すことに注力したほうが良い、と考えている。柵にとらわれずに、色々な分野を “摘み食い” させても
らえるのも、（学費を払って時間を買っている）学生の特権では無いだろうか。
「ちはやぶる　神代もきかず　龍田川　からくれなゐに　水くくるとは」 在原業平が紅葉の美しさを
詠んだ歌である。“ちはやぶる” という枕詞の意味には諸説あるらしいが、某かるた漫画には、独楽の回
転に例えた説明が紹介されていた。“ちはやぶる（千速振る）”は高速回転する独楽の微小な振動のことで、
まるで静止しているように見えながら、周囲に偏りなく力が集中している様子を表すらしい。いつの日
か、自分だけの安定した軸を持った「ちはやぶる」研究者になれる日を目指しつつ、残り少ない学生の
間に、思う存分、摘み食いしてやろうと企んでいる。

「モントリオールの歩き方」
工学研究科　電子工学専攻　電子材料物性工学分野　博士後期課程 3年　木　村　知　玄

私は『京都大学大学院工学研究科馬詰彰奨学寄附金』の支援を賜り、博士課程 3年次の 9月から 6週間、
カナダはモントリオールにあるマギル大学（McGill University）での海外研修を受けさせていただくこ
とができました。私は滞在の間、物理学科の物性物理に関する研究室にお世話になりました。このマギ
ル大学の物理学科はノーベル賞も受賞した原子物理学の大家であるラザフォード氏の名を冠す建物に
入っており、毎週開かれる著名な研究者を招いてのセミナーへの姿勢からは、その名に恥じない学生た
ちの学問への熱心さが伺えました。
博士課程での研究は自分用にカスタマイズした装置を用いて実験を行っているため、当初はこのよう
な海外研修で直接的な成果、または自身の研究へのフィードバックとなるような寄与は難しいと考えて
いました。しかし、先方の研究者が取り組んでいる内容の一つに私にも関係するものがあったため、ま
ず理論や数値解析の面から対応できないか考えました。このことを通して、先方の研究者のバックグラ
ウンドである物理学とは異なる、電気や制御面からの考え方が、活き活きとした議論を生み出しました。
本来研修をする際、事前に内容を決定しておくことが短い期間で研究を進める となりますが、このよ
うにその場で議論しながら新しい視点を生み出すことも、非常に「研究」らしさ溢れているということ
を感じたものです。
この海外研修で私の得たものは、研究成果でなく、英語力でもなく、「対話」ではないかと考えてい
ます。これまでの研究生活は基本的に一人で行うものであり、自身で解決できることが多かったため研
究に関して人と議論する機会は少なかったように思います。しかし、たとえ煩雑であっても、その時は
無駄と感じるとしても、何かが進んだり変わったりするきっかけになることは間違いありません。それ
には言語は関係ないのです。
最後に、モントリオールは歩くだけでもとても面白い街です。少し歩けば繁華街から学生街、旧市街
のたたずまいや、すぐそばにモンロワイヤル山があります。異国の地で歩き、見て、何かを感じればそ
れが経験になるということを思わせてくれた渡航となりました。
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教室通信

就職・採用活動時期の変更　続報

電子工学専攻長　竹　内　繁　樹

1年前に発行されましたCue33 号の中の、和田修己電気工学専攻長が執筆された教室通信にありまし
たように、平成 27 年度に卒業・修了（平成 28 年 3 月卒業・修了）の学生諸君から、就職活動の時期が
大きく変更されました。本稿では、続報として、その経緯、結果について振り返ってみたいと思います。
なお、下記の内容は、工学研究科電気工学専攻・電子工学専攻の修士課程学生への対応を中心にまとめ
ています。
1．平成 27 年度の、就職・採用活動時期の変更とその背景
平成 26 年度までは、企業から学生に対して就職情報を伝える、いわゆる「広報活動」は、前年度の
12 月に解禁になり、また実際に面接などが行われる採用選考は、4月 1日に開始でした。この日程に対
しては、学部生の場合 3回生後半、修士学生の場合修士 1回生後半から実質的に開始となる就職活動が、
場合によっては翌年の 9月まで続くなど、勉学・研究活動への障害となっていることへの強い懸念が、
大学界から出されていました。
この状況の改善を目指し、平成 27 年度は、広報活動の解禁が平成 27 年 3 月 1 日、選考活動の解禁が

平成 27 年 8 月 1 日に変更されました。これは、国立大学協会も参加している「就職問題懇談会」によ
る議論・申し合わせを元に、経団連への申し入れが総理大臣よりなされ、それを受けて経団連より加盟
企業宛に通知されたという流れになっています。詳細は、Cue33 号の教室通信をご覧ください。その中
で、和田教授は就職活動時期の後ろ倒しによる、卒論・修論作成や学会活動への影響について懸念を表
明されています。また 3・4月および 7・8月の春・夏休暇を活用した重点的な採用活動についての協力
要請もされていました。
2．平成 27 年度の、就職・採用活動の実際
平成 27 年度の就職活動は、就職担当教員、学生、企業のいずれもが手探りの対応となりました。電
気工学専攻・電子工学専攻は、3月 1 日の広報活動解禁までは、OB訪問も含めた広報活動の自粛を要
請するとともに、3月 1日以降についても、勉学・研究活動に配慮し、夕方以降におこなっていただく
こと、またゼミなどへの支障をさけるために、企業説明会は近隣の有料会議室等を活用して頂くことを、
各社に依頼しました。各企業には御理解、ご協力をいただけ、おかげさまで静謐な環境を維持できました。
また学生に対しては、1月に進路説明会を実施、就職活動時期の変更について周知すると共に、博士後
期課程進学のメリットについても説明しました。3月中旬には洛友会主催の交流会が開催され、各企業
と学生の活発な交流がなされました。一方で、企業側の対応はさまざまでした。紳士的に「申し合わせ」
を遵守し 8月 1日まで選考活動を一切行わない企業もある一方、専攻長との面談時に「当社は 5月に面
接による選考を予定しています（明らかな申し合わせ違反）」と断言され、驚き抗議する場面もありま
した。6月～ 7月の企業訪問時に、一種のマッチングを行うケースも見られました。
結果としては、おかげさまで電気系専攻の学生に関しては、8月 1日の選考活動解禁後、速やかに内々
定を頂くケースが多く、8月中には殆どの学生が内々定を得られました。一方で、3月の広報活動解禁
から 8月の選考活動解禁の 5ヵ月間は、多くの学生が就職活動に多くの時間を費やす状況が生じました。
また経団連申し合わせにある「学業への影響をさけた」広報活動が遵守されていないケースが多く目に
ついたのは大変遺憾でした。
3．平成 28 年度の、就職・採用活動にむけて
報道によれば、平成 28 年度について、広報活動解禁は 3月 1 日で維持するが、選考活動の解禁を 6
月 1日とする方針を経団連会長が平成 27 年 11 月 9 日記者会見で明らかにしました。突然の変更に、大
学側での対応も現時点（平成 27 年 12 月）でまだ決定できていない状況です。また、広報解禁から選考
解禁までの期間が平成 27 年度の 5ヵ月から 3ヵ月と、平成 26 年度以前の 4ヵ月よりも短縮されます。
一層の短期決戦が予想され、特に 4月、5月の授業期間における勉学・研究への影響が強く懸念されます。
今年度を見ても、日程変更などの制度の改変そのものは学生に大きなストレスとなります。最後に、
OBの皆様におかれましては、平成 28 年度の就職活動に関しましても、なにとぞご理解・ご協力を賜り
ますようお願い申しあげます。
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編集後記

cue35 号をお届けします。本号掲載の「世界の空の環境変化と最近の関空の概況」でも述べられてい
ますように、アジアが急速に発展するとともに技術競争力も強まっています。日本の産業界も生き残り
をかけて競争を進めていく必要があります。産業界に優秀な人材を送り出すため、大学と産業界の交流
はますます重要になります。このためにも、情報誌 cue が一助になればと願っています。今後とも電気
関係教室にご支援をいただけますようにお願いします。
 ［M.M. 記］
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